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１．はじめに

舞子高架橋（PC8 径間連続箱桁,上下線各 3車線）と松帆高架橋（PC4 径間連続箱桁、上下線各 2車線）は、

平成 10 年に完成した明石海峡大橋の神戸側と淡路側のアプローチ高架橋である。建設時、防水シートを施工

していないことも有り、完成後、桁内に多量の漏水が発生した。そのため、平成 20 年度に防水シートの設置

工事を実施した。ただし、地覆部の処理が不十分なものであったこともあり、桁の漏水は、量は減ったがその

後も続いた。今回、両高架橋に剥落シート工事をするため、それにあわせ補修することになった。そこで漏水

経路を特定すべくガス検知を用いた調査を実施した。本報は、その結果の報告である。

２．高架橋の桁端部の現防水仕様

現在の両高架橋の桁端部の防水処理を図－３に示す。舞子高架橋は高速バスのバス停を有しているため、そ

の部分がこれとは異なる仕様になっているが、基本はこのとおりである。

この図をみてもわかるように平成 20 年度の施工では端部処理が不十分で、

端部の防水層の立ち上げが十分でない。これは、現在の基準（例えば

設計要領 橋梁保全編 NEXCO 図―４参照）と比較しても不十分である

ことがわかる。

そこで防水工事後でも漏水がとまらないのは、この処理が要因ではない

かと着目し、検証のため漏水経路を調査することにした。
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図-2 断面図(松帆高架橋)

図-4 断面図

図-3 断面図

図-1 位置図
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３．調査手法

調査手法としては、建築の漏水調査で実績のあるガス検

知（損傷発生部位からガスを注入し、ガスが出ると予測さ

れる部位にガス検知計を置き、ガス検知されるかどうかで

経路を予測する（図―5参照）。）を適用し調査を試みた。

経路の推定としては予想している端部処理部の他、高欄

や 地覆のひびわれがある箇所も可能性があるので検知を

試みた。また、現場では風によるガスの拡散が予想され、

検知の低下が考えられるため、ガムテープによるめばり

（ビニール養生（写真-1））を行った。調査箇所は交通

規制の制約から,松帆高架橋(図－３右図の端部処理)、舞

子高架橋桁内（図－３左図の端部処理）の損傷部位 各

３箇所ずつの経路を検証した。

調査の様子を写真―２に示す。写真にあるように、ガスを検知

する時は ガスを入れていない当初のガス値に比べ、ガスを流し続

けるとガス値が上昇してくる。逆に検知しない時は検出計の誤差も

あるため全く変化しないわけではないが値はほとんど変化しない。

４．調査結果

ここでは松帆高架橋の結果を示す。図-6は松帆高架橋のガス検知箇所と損傷部位（漏水部）の関係である。

これをみれば、当初漏水経路として推定していた端部未処理部（図-6⑥;写真-3 参照)だけでなく、高欄のひ

び割れ部(図-6⑨)も漏水経路になることがわかった(写真-4:参照；ガス値上昇)。また、図－６①が示す通り

長距離でも漏水経路になることがわかる。

５．まとめ

今回の調査の結果、ひびわれ箇所があれば、それが漏水経路になりうることが確認された。つまり現行の基

準(参考文献１他)では高欄などのひび割れは対象外になっている。しかし、高欄であってもひび割れがあれば、

漏水の可能性があることが示された。

シー

参考文献１ 設計要領 橋梁保全編 NEXCO

図-5 ガス検知の概要

写真-2 ガス検知の様子

写真-1 養生

写真―4 高欄ひびわれ部（検知箇所(図-6⑨)）のガス値写真―3 端部未処理部（検知箇所（図-6⑥））のガス値

図―6 ガス検知箇所と損傷部位(漏水部)の関係

壁高欄
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